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omyces　cerevisiae由来のzymosanや真菌のβ一グルカンの受容
体として機能する。Dectin－1は真菌感染に対する防御因子の1
つであるが、菌体の認識細胞内移行などの機能への詳細な作
用機構は明確でない。そこでβ一グルカン認識後のDectin－1の
細胞内移行について検討した。
　【結果及び考察】Dectin－1はCandida　albicans由来β一グル
カン（CSBG）との結合により細胞表面の発現が低下したが、
他のβ一グルカン（SPG）リガンドでは低下しなかった。各種阻
害剤を用いた検討や細胞膜局在の解析によって、Dectin－1の細
胞内移行におけるリガンド特異性及びlipid　raftやアクチン重
合を介した細胞機能の活性化機構が示唆された。
3．CpG－ODNの経皮投与によるアトピー性皮膚炎モデルマ
　　ウスへの効果
（東京薬科大学）　　　　　　　　　井上　　浄、新愼　幸彦
1．リボソーム表面結合抗原によって誘導されるT細胞非依
　存性IgE産生抑制
（国立感染症研究所　血液・安全性研究部）
　　　　　　　　　　　　　　　　内田　哲也、種市麻衣子
（免疫学）　　　　　　　　　　　　　　　　　水口純一郎
　我々はこれまでに、抗原をリボソーム表面に化学結合させ
たものをマウスに免疫すると抗原特異的、IgE選択的無反応が
誘導されることを見いだした。このIgE産生の選択的抑制効
果は抗原とリボソームとの結合方法、リボソームの脂質組成、
リボソームに結合させる抗原の種類の如何にかかわらず観察
された。当初、我々はリボソーム表面結合抗原によるIgE産生
の選択的抑制効果の機序をThlとTh2のバランスで説明で
きると予想していた。すなわち、リボソーム表面結合抗原はタ
イプ1免疫応答を誘導してIgE産生を抑制すると考えた。し
かし、リボソーム表面結合抗原で免疫したマウス由来のCD4
陽性T細胞による抗原特異的サイトカイン産生のプロファイ
ルは必ずしもThlタイプとはならなかった。リボソーム結合
抗原によって誘導されるIgE産生の選択的抑制効果の機序の
解析の結果、T細胞に依存しないlgE産生調節機構が存在す
ることが示唆された。
2．真菌細胞壁多糖の結合によるC型レクチン受容体
　Dectin－1の細胞内移行の解析
（東京薬科大学・薬学部・免疫学教室）
　　　　　　　　　　藤澤　宗央、安達　禎之、大野　尚仁
【目的】　Dectin－1はマクロファージなどに発現し、　Sacchar一
　【目的】　Th　l型免疫応答を誘導するCpG－ODNを免疫応答
がTh2側へ傾いたアトピー性皮膚炎モデルマウス（NC／Nga
マウス）の病変部位から経皮投与し、Th　l／Th2バランスの改
変および皮膚症状の改善に関して検討を行った．
　【方法】皮膚炎を発症しているNC／Ngaマウスの皮膚か
らCpG－ODNを投与し、抗体産生、リンパ節におけるサイトカ
インmRNA発現をそれぞれELISA法、　RT－PCR法により評
価した．また、病変部位の組織学的評価を行った．
　【結果・考察】　CpG－ODNの経皮投与により、　IgE産生の減
少およびTh2型サイトカインmRNA発現の減少が認められ
た。また、アトピー性皮膚炎の皮膚症状として特徴的な表皮の
肥厚およびマスト細胞の皮膚への浸潤に関してその症状の改
善が認められ、CpG－ODNの経皮投与がアトピー性皮膚炎に
有効であることが示唆された．
4．　トビヒ患者由来メチシリン耐性黄色ブドウ球菌における
　抗微生物薬の感受性と消毒薬耐性遺伝子の分布
（東京薬大・薬・病原微生物）
　　　　　　　　　　野口　雅久、中南　秀将、笹津　備規
（関西医科大学附属香里病院・皮膚科）
　　　　　　　　　　　　　　　　西嶋　転子、宗　　　弘
（三重大学・医学部・皮膚科）　　　　　　　　　黒川　一郎
　近年、MRSAによる伝染性膿痂疹（トビヒ）およびブドウ球
菌性熱傷山鳴膚症候群（SSSS）患者が増加し、抗菌薬での治
療を困難にしている。そこで抗菌薬以外の治療薬として消毒
薬に着目し、これらの疾患由来MRSAについて消毒薬を含め
た抗菌薬感受性および消毒薬耐性遺伝子（qacA／B）の分布を
調査した。その結果、トビヒおよびSSSS由来MRSAは他の疾
患由来MRSAに比べ消毒薬感受性が高く、qacA／Bの保有率
（1）
